
永
享
五
年
の

「
高
野
動
乱
」

に
つ
い
て

は
じ
め
に

永
享
五
三
回
三
=
一
)
年
の
「
高
野
動
乱
」
は
、
永
享
の
山
門
騒
乱
、
大
和
永
享

の
乱
、
関
東
永
享
の
乱
な
ど
と
と
も
に
、
当
時
の
室
町
幕
府

l
守
護
体
制
を
激
し

く
揺
さ
ぶ
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
(2v 

『
看
聞
日
記
』
永
事
五
年
七
月
十
九
日
条
に
は
、

た
と
え
ば
、

抑
問
。
今
月
初
、
高
野
衆
徒
有
確
執
事
。
堂
舎
坊
々
、
払
塵
炎
上
。
金
堂
、

大
塔
、
奥
院
〈
大
師
御
入
定
所
〉
=
プ
ヶ
所
所
残
云
々
。
高
野
法
滅
、
天
魔
所

為
也
。
驚
入
者
也
、

と
あ
っ
て
、
当
該
「
高
野
動
乱
」
出
来
の
報
は
、
伏
見
の
貞
成
親
王
の
耳
に
ま
で

届
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
「
高
野
動
乱
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
黒
田
弘
子
氏
に
よ
る
「
中
世
後
期

に
お
け
る
高
野
山
権
力
と
農
民
闘
争
」
と
い
う
優
れ
た
研
究
が
あ
り
、
小
山
靖
憲

{4v 

氏
や
熱
田
公
氏
も
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
事
件
に
論
及
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
拙

(54 

稿
「
永
享
五
年
高
野
動
乱
の
新
史
料
(
こ
」
を
も
活
用
し
て
、
こ
の
事
件
に
ヨ

山

陰

加

春

夫

リ
正
確
な
政
治
史
的
・
法
制
史
的
位
置
づ
け
を
付
与
す
る
余
地
は
、
ま
だ
ま
だ
残

さ
れ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
永
享
五
年
の
「
高
野
動
乱
」
を
ヨ
リ
「
正
し
い
意
味
の
政

治
史
」
と
し
て
叙
述
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
こ
の
事
件
の
核
心
史
料
の

一
つ
で
あ
る
永
享
十
一

(
一
四
三
九
)
年
三
月
の
「
金
剛
峯
寺
諸
衆
評
定
事
書
」

(
後
掲
・
史
料
D
)
の
内
容
を
分
析
し
、
当
該
事
件
が
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
検
断
法

上
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
事
件
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に

J

，一、。

L
f
l
v
 

鎌
倉
中
、
末
期

i
室
町
初
期
の
高
野
山
の
動
向

本
節
で
は
、
考
察
の
前
提
と
し
て
、
鎌
倉
中
、
末
期
i
室
町
初
期
の
高
野
山
の

基
本
動
向
を
概
観
し
て
お
く
。

(1)
高
野
山
の
子
院
配
置

E
2に
寺
ま
Z
い

Eず
E

正
保
三
(
一
六
四
六
)
年
三
月
の
「
高
野
山
全
山
絵
図
(
御
公
儀
上
一
山
図
司
」
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倒的M。
図1 高野山内空間の構成

藤川昌樹「高野山の山内空間と建築」

u高野山大学選書』第1巻、小学館スクウェア、2∞6年)108頁

に
は
、
壇
上
伽
藍
を
中
心
に
し
て
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
子
院
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の

「正
保
三
年
図
」
に
付
属
す
る
「
高
野
山
絵
図
之
帳
」
の
帳
尻
記
載
に
よ
れ

ば
、
子
院
の
総
数
は
一
八
六
五
軒
。
そ
の
内
訳
は
、
学
侶
坊
一
一
一
O
軒
(
青
巌
寺
を

除
く
)
、
行
人
坊
一
四
四

O
軒

(奥
山
寺
を
除
く
)
、
非
事
吏

(
聖
)
坊
一
二

O
粁

(大
徳
院
を
含
む
)
、
客
坊
四
二
軒
、
そ
の
他

(三
味
聖
坊
)
五
三
軒
で
あ
っ
た
。

「正
保
=
一
年
図
」
と

「絵
図
之
帳
」
と
を
比
較
対
照
す
る
と
、

き
い

い
ん

た
に
が
み

み

な

み

号

ん

せ

ん

じ

惨

い

ん

ど

の

む
ろ

い

ヲ

L
ん
い
ん

(
ア
)
各
子
院
は
、
西
院
、
谷
上
、
南
谷
、
千
手
院
、
五
之
室
、

一
心
院
、

お

だ

わ

ら

ほ

ん

ち
ゅ
う
い
ん

ba
--9
じ
よ
三
つ
い
ん
ほ
う
と
う
い
ん
し
ょ
う
じ
よ
う
し
ん
い
ん

れ
ん

げ

だ

に

小
田
原
、
本
中
院
、
往
生
院
、
宝
瞳
院
、
清
浄
心
院
、
蓮
花
谷
の

一一一

の
谷

ま
た
、に

分
布
し
|
|
こ
の
う
ち
、
宝
瞳
院
と
清
浄
心
院
の
二
つ
の
谷
は
、

い
ず
れ

も
後
に
蓮
花
谷
の
枝
谷
と
な
る
|

|
、
そ
れ
ぞ
れ
の
谷
は
、
院
内
堂
や
湯
屋

『ま
ち
」
」
組
織
を
す
で
に
形
成
し
て

-44一

な
ど
の
共
用
施
設
を
持
つ

「
一
種
の

い
た
こ
と
、

(イ
)
青
巌
寺
を
本
寺
と
す
る
学
侶
坊
二
一
O
軒
は
伽
藍
を
取
り
巻
く
西
院
、

谷
上
、
南
谷
、
本
中
院
の
四
つ
の
谷
(
こ
の
う
ち
の
特
に
伽
藍
の
周
囲
)
に

集
中
し
、
奥
山
寺
を
本
寺
と
す
る
行
人
坊

一
四
四
O
軒
は
学
侶
坊
群
の
周
縁

に
濃
密
に
分
布
し
、
そ
し
て
大
徳
院
を
本
寺
と
す
る
聖
坊
一

一
九
軒
は
さ
ら

に
そ
の
周
縁
、

つ
ま
り
行
人
坊
群
の
周
縁
に
い
く
つ
か
の
小
さ
な
固
ま
り
を

作
り
つ
つ
散
在
し
て
い
る
こ
と
、

(ウ
)
現
在
の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
小
田
原
通
り
に
は
、
す
で
に

「
庖
と
し
て
商
人
に
貸
与
す
る

『貸
長
屋
」」

群
が
建
ち
並
ん
で
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
、

等
々
の
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

十
七
世
紀
中
頃
、
高
野
山
上
の
境
内
地
の
ほ
と
ん



ど
す
べ
て
は
、
金
剛
峯
寺
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
鎌
倉
時
代
中
、
末
期
の
高
野
山
は
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
当
該
時
期
の
岡
山
は
、
東
寺
一
長
者
を
座
主
に
頂
く
金
剛
峯
寺
(
本
寺
)

方
、
仁
和
寺
御
室
が
座
主
職
補
任
権
を
持
つ
故
鳥
羽
院
御
願
寺
大
伝
法
院
(
別
院
、

末
院
)
方
、
そ
し
て
鎌
倉
三
代
将
軍
家
の
菩
提
寺
(
関
東
祈
願
所
)
金
剛
三
味
院
方

の
三
勢
力
が
鼎
立
し
、
そ
れ
ら
の
周
縁
部
の
こ
こ
か
し
こ
に
、
右
の
三
方
と
は
直

接
に
は
関
わ
り
を
持
た
な
い
聖
た
ち
が
、
お
の
お
の
集
団
を
成
し
て
居
住
す
る
山

Amv 

で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
鎌
倉
時
代
中
、
末
期
l
戦
国
期
は
、
高
野
山
が
、
金
剛
峯
寺
方

大
伝
法
院
方
・
金
剛
三
味
院
方
・
聖
集
団
と
い
う
多
様
な
存
在
が
共
住
す
る
山
か

ら
、
金
剛
峯
寺
一
寺
に
権
力
が
集
中
す
る
山
へ
と
姿
を
変
え
る
過
渡
期
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(2)
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
「
自
立
」
政
策

鎌
倉
時
代
中
期
に
整
備
さ
れ
た
金
剛
峯
寺
の
山
上
組
織
は
、
密
教
哲
学
の
研
究

永享五年の「高野動乱」について〔山陰〕

実
践
を
本
務
に
す
る
衆
徒
(
広
義
の
学
侶
)
集
団
と
、
諸
堂
の
管
理
や
供
花
・
点
灯

な
ど
の
雑
用
に
従
事
す
る
行
人
(
広
義
の
行
人
)
集
団
と
か
ら
成
っ
て
い
た
。
両
者

は
、
衆
徒
が
上
位
、
行
人
が
下
位
と
身
分
的
に
明
確
に
区
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
双

方
相
侠
っ
て
寺
院
大
衆
の
僧
団
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
永
i
弘
安
(
一
二
六
回
l
人
人
)
年
間
ご
ろ
、
金
剛
峯
寺
の
衆
徒
た
ち
は
、

惣

寺
」
と
呼
ば
れ
る
、
中
世
寺
院
に
お
け
る
自
治
的
組
織
を
す
で
に
形
成
し
て
い
た
。

こ
の
の
ち
、
同
寺
の
衆
徒
た
ち
日
惣
寺
は
、
自
分
た
ち
、
ひ
い
て
は
金
剛
峯
寺
の

「
自
立
」
の
た
め
に
、
内
に
向
け
て
は
(
こ
大
伝
法
院
方
と
の
織
烈
な
対
立
・

抗
争
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
か
っ

会
乙
彼
ら
が
上
に
戴
く
東
寺
一
長
者
・
金
剛
峯
寺

検
校
等
の
仁
鉢
そ
の
も
の
(
な
い
し
は
そ
の
有
す
る
諾
権
限
)
を
意
識
的
に
否
定
す
る

喜吉
国し
m く
柔は
府制

争事

i; 
化言語
tJ， 

再 ε
:fl'!を
警展
主主 聞

な h
Eま
EL た

警官
長向

韮立

主品
ゆ亡ご

tE5 
膝
下

元
弘
三
(
一
三
三
=
一
)
年
十
月
、
後
醍
醐
天
皇
は
、
「
元
弘
の
勅
裁
」
と
呼
ば
れ

る
裁
定
(
元
弘
三
年
十
月
八
日
「
後
醍
醐
天
皇
給
旨
案
」
)
を
金
剛
峯
寺
あ
て
に
下
し

た
。
こ
れ
は
、
年
来
、
金
剛
峯
寺
が
「
祖
師
空
海
が
朝
廷
か
ら
賜
っ
た
」
と
主
張

し
つ
づ
け
て
き
た
「
旧
領
」
全
域
に
対
す
る
一
円
支
配
権
の
承
認
を
、
そ
の
内
容

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

南
北
朝
内
乱
期
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
衆
徒
た
ち
は
、
こ
の
「
元
弘
の
勅
裁
」

を
奇
貨
と
し
、
以
後
、
遠
隔
荘
園
群
に
対
す
る
一
円
支
配
を
一
定
程
度
、
断
念
す

る
か
わ
り
に
、
高
野
山
麓
の
膝
下
諸
荘
園
(
「
旧
領
」
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
金
剛
峯
寺

領
荘
園
群
)
を
殊
に
重
視
し
て
、
同
地
域
内
に
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
各
惣
荘
(
中

世
荘
園
に
お
け
る
自
治
的
組
織
)
か
ら
、
で
き
る
限
り
直
接
に
年
貢
・
公
事
を
収

取
す
る
体
制
を
実
現
す
る
べ
く
、
必
死
の
努
力
を
続
け
て
い
た
。

ま
た
そ
の
た
め
に
、
貞
和
四
(
一
三
四
八
)
年
に
は
、
内
外
に
対
し
て
「
政
治
的

中
立
」
と
膝
下
諸
荘
園
の
自
衡
を
宣
言
し
た
(
貞
和
四
年
三
月

一
味
契
状
」
)
。
こ
の
「
一
味
契
状
」
に
は
、

日
「
金
剛
峯
寺
衆
徒

今
後
、
寺
領
荘
園
内
に
出
来
し
た
犯
罪
人
に
対
す
る
処
罰
は
、
南
朝
方
・
北

朝
方
双
方
に
依
頼
す
る
こ
と
な
く
、

「
満
山
一
挨
一
同
の
沙
汰
」
と
し
て
自

力
で
行
う
、
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旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
満
山
一
授
一
同
の
沙
汰
」
と
は
、
衆
徒
・
行
人
・
膝
下

荘
園
荘
官
の
三
者
が
、
老
若
を
問
わ
ず
一
体
と
な
っ
て
事
に
あ
た
る
、
と
い
う
ほ

ど
の
意
味
で
あ
る
。

さ
て
南
北
朝
内
乱
期
、
同
寺
の
衆
徒
た
ち
が
膝
下
諸
荘
園
に
対
し
て
釘
ち
出
し

て
い
っ
た
諸
政
策
の
う
ち
で
、
最
も
重
要
な
も
の
は
、

「
惣
荘
の
自
治
機
能
を
最

大
阪
に
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
機
能
は
、
岡
寺
が
有
す
る
圧
倒
的
な
検
断
力

に
よ
っ
て
最
終
的
に
保
証
す
る
」
こ
と
を
宣
言
す
る
諸
指
示
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

同
寺
の
衆
徒
た
ち
は
、
当
該
時
期
、
膝
下
諸
荘
園
内
に
、

「
惣
荘
の
自
治
機
能
に

基
本
的
に
依
拠
す
る
支
配
体
制
」
を
で
き
る
か
ぎ
り
作
り
上
げ
る
こ
と
を
通
じ
て
、

同
寺
の
「
全
き
生
き
残
り
」
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

金
剛
峯
寺
の
衆
徒
た
ち
が
念
願
と
し
た
膝
下
全
荘
の
「
再
建
」
は
、
室
町
時
代

初
期
に
至
っ
て
(
最
終
的
に
は
、
こ
の
こ
ろ
に
確
立
し
た
室
町
幕
府
l
守
護
体
制
の
後
援
を

も
得
て
)
お
お
む
ね
呆
た
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
金
剛
峯
寺
の
事
こ
こ
に
至
る
過
程

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
同
寺
が
、
上
級
権
門
た
る
東
寺
・
仁
和
寺
の
く
び
き
か
ら

事
実
上
、
脱
し
、
か
っ
、
強
力
な
周
辺
権
門
た
る
大
伝
法
院
と
の
対
立
・
抗
争
に

打
ち
勝
っ
て
、
荘
園
領
主
と
し
て
の
自
立
性
を
強
め
る
道
程
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

君以
臨後
す
る金

空1
」は
の、
荘基
園本
領的
主に
と紀

主富
の ~-t
道東
宝部
伊の
む-

2旦
争〔議
<0" 

r t量
下
諾
荘
園

に

永
享
五
年
「
高
野
動
乱
」
の
概
要

(1)
高
野
山
上
の
動
向

永
享
五
年
の
「
高
野
動
乱
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
、

「
高
野
山

百
)

検
校
帳
」
第
百
四
十
六
代
検
校
法
印
長
範
の
項
(
以
下
、
史
料
A
)
は
、
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

正
長
一
苅
(
一
回
二
人
)
年
十
一
月
之
比
、
依
仙
洞
(
称
光
天
皇
カ
)
御
崩
御
、

諸
国
御
徳
政
之
事
出
来
〈
云
々
〉
。
自
其
而
六
番
衆
、
寺
家
へ
無
窮
之
致
訟

訴
(
訴
訟
)
、
万
事
不
随
寺
命
問
、
永
享
五
年
〈
突
丑
〉
七
月
七
日
之
夜
払
暁

ニ
、
当
国
(
紀
伊
国
)
守
護
畠
山
尾
張
守
(
満
家
)
依
下
知
、
同
守
護
代
遊
佐

之
越
前
守
(
国
継
)
、
伊
都
・
那
賀
・
名
草
・
海
人
(
海
部
)
郡
催
軍
兵
、
辰

一
点
合
戦
在
之
。
両
方
(
六
番
衆
と
守
護
軍
)
数
十
人
打
死
了
。
両
方
手
負
不

知
数
。
然
問
、
六
番
衆
、
大
乗
院
放
火
、
本
中
院
(
本
中
院
谷
)
坊
舎
・
堂
塔
、

悉
焼
失
了
。

(
中
略
)
数
剤
、
有
矢
軍
。
申
時
許
ニ
終
被
追
失
了
。
其
時
、
山

民
共
、
尺
(
釈
)
迦
院
放
火
之
、
大
略
小
田
原
(
小
田
原
谷
)
、
千
手
院
(
千
手
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院
谷
)
、
三
宝
院
マ
テ
焼
了
。
其
後
、
所
残
巷
室
・
道
場
・
坊
舎
、
不
残
一
宇

焼
了
。
又
壬
(
閏
)
七
月
三
目
、
六
番
衆
、
率
大
勢
、
西
院
(
西
院
谷
)

谷

上
(
谷
上
院
谷
)

-
南
谷
へ
合
戦
在
之
。
於
南
谷
、
山
民
・
行
人
数
十
人
被
釘

了
。
左
有
閥
、
持
明
院
ニ
付
火
、
大
略
焼
了
。

(
中
略
)
同
年
十
一
月
廿
四

目
、
遊
佐
河
内
守
(
国
盛
)
被
口
入
和
陵
之
。
悉
六
番
衆
帰
山
廿
八
日
也
。

(
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
同
様
)

す
な
わ
ち
、
史
料
A
に
よ
れ
ば
、
永
享
五
年
七
月
七
日
と
同
年
閏
七
月
三
日
の

二
度
に
わ
た
っ
て
、
高
野
山
上
に
お
い
て
、
金
剛
峯
寺
六
番
衆
と
(
同
寺
衆
徒
方
の

喜
を

'" Jι け
た

紀
伊
国
守
護
軍
と
が
大
規
模
な
A-ロ
戦
を
行
てコ

た
結
果

多
数
の
死

傷
者
が
出
来
し
、
か
っ
岡
山
上
の
坊
舎
・
堂
塔
等
の
過
半
が
焼
失
し
た
と
い
う
事

件
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。



金
剛
峯
寺
六
番
衆
と
は
、
同
寺
の
広
義
の
行
人
集
団
の
こ
と
。
永
享
十
一

四

三
九
)
年
三
月
の
「
金
剛
峯
寺
諸
衆
評
定
事
書
」

(
後
掲
史
料
D
)
に
よ
れ
ば
、
当

時
、
金
剛
峯
寺
六
番
衆
は
、
預
中
と
行
人
中
(
狭
義
の
行
人
集
団
)
の
二
つ
の
結
合

〔
一

%

)

A

W

U

V

組
織
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
掲
・
『
満
済
准
后
日
記
』

永
享
二
年
十
月
十
日
条
・
傍
線
部
に
は
、

「
行
人
ハ
悉
衆
徒
等
召
仕
下
法
師
也
」

と
あ
り
、
近
世
初
頭
の
光
宥
撰
『
高
野
山
真
俗
興
廃
之
記
』
に
は
、

「
第
六
番
、

麗
従
僕
童
之
内
土
民
之
子
族
、
下
法
師
等
也
〈
今
時
之
行
人
方
、
又
名
世
間
者
〉
」

と
あ
っ
て
、
金
剛
峯
寺
六
番
衆
に
属
す
る
僧
侶
た
ち
は
、
同
寺
領
膝
下
諸
荘
閏
内

〔
泊
)

の
百
姓
身
分
の
家
を
主
要
な
出
自
と
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
他
方
、
金

主剛

警警
有衆
す徒
るの
よ多
?く
~~は官、

空E
層強
り膝
家 T

主藷
官荘

E塑
し ω
ずよ
よぴ
たき

与量
え聖子

兵器
苧高
名

と
こ
ろ
で
、
前
掲
・
史
料
A
で
は
、
傍
線
部
に
「
正
長
元
年
十
一
月
之
比
、
依

仙
洞
(
称
光
天
皇
ヵ
)
御
崩
御
、
諸
問
御
徳
政
之
事
出
来
〈
云
々
〉
。
自
其
而
六
番

衆
、
寺
家
ヘ
無
窮
之
致
訟
訴
(
訴
訟
)
、
万
事
不
随
寺
命
」
と
あ
る
よ
う
に
、
永

享
五
年
の
「
高
野
動
乱
」
の
原
因
を
、

「
正
長
の
士
二
棋
」
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た

永享五年の「高野動乱」について〔山陰〕

金
剛
峯
寺
六
番
衆
の
下
魁
上
の
振
る
舞
い
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
二
(
一
四

=δ)
年
十
月
十
日
お
よ
び
同
月
十
六
日
条

，
』
ふ
・
4

柄、

』

l
十
日
晴
。

(
中
略
)
自
畠
山
(
紀
伊
国
守
護
畠
山
満
家
)
以
使
者
斎
藤
因
幡
守
申

入

(
中
略
)
同
使
者
申
高
野
事
。
去
月
〈
九
月
〉
廿
五
日
遊
佐
ツ
メ
寄
候
。

七
日
(
高
野
七
日
)
塞
候
事
ハ
、
去
月
初
ヨ
リ
致
其
沙
汰
了
。
行
人
等
少
々
懇

望
子
細
候
。
定
可
属
無
為
欺
。
諸
堂
等
事
、
是
ヲ
一
大
事
ニ
令
沙
汰
候
問
、

御
心
安
可
被
恩
食
候
。
七
月
以
来
、
高
野
衆
徒
・
行
人
確
執
。
衆
徒
悉
離
山
、

長
日
勤
行
以
下
悉
退
転
。
高
野
ニ
ハ
行
人
・
念
仏
衆
計
止
住
云
々
。
言
語
道

断
事
也
。
行
人
等
以
外
過
分
下
刻
上
シ
テ
、
巳
衆
徒
ノ
首
ヲ
切
云
々
。
行
人

ハ
悉
衆
徒
等
召
仕
下
法
師
也
。
主
人
ノ
首
ヲ
切
程
ニ
過
分
ニ
罷
成
候
。
仰
山

中
事
、
今
時
分
厳
密
沙
汰
無
之
者
、
高
野
己
可
及
滅
亡
一
五
々
。
珍
事
々
々
。

一
宗
周
章
此
事
欺
。
先
度
自
御
室
以
禅
守
僧
正
、
此
等
事
歎
承
了
。
且
其
趣
、

連
々
仰
遣
畠
山
方
了
。
品
川
只
今
又
如
此
為
守
護
申
賜
也
。

十
六
日
晴
。
高
野
事
、
悉
属
無
為
之
曲
、
自
斎
藤
因
幡
守
方
申
入
了
。
珍
重
。

品
川
遊
佐
、
近
日
可
罷
上
云
々
、

と
あ
っ
て
、
た
し
か
に
金
剛
峯
寺
「
行
人
等
」

六
番
衆
)
は
、

「
正
長
の
土
一

「
以
外
過
分
下
刻
上
シ
テ
」
、
諸
要
求
を
掲
げ
、

衆
徒
方
と
全
面
対
決
す
る
に
至
つ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
図
。

挨
」
後
の
永
享
二
年
七
月
以
来
、

け
れ
ど
も
、

『
満
済
准
后
日
記
」
永
享
五
年
七
月
十
日
お
よ
び
同
月
二
十
日
条

(
以
下
、
史
料
B
)
に
は
、
永
享
五
年
の
「
高
野
動
乱
」
の
ヨ
リ
直
接
的
な
原
因
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
該
両
日
条
に
は
、

十
日
晴
。

(
中
略
)
高
野
与
粉
河
用
水
相
論
、
自
高
野
可
令
発
向
粉
河
由
、
風

問
。
仰
為
制
禁
、
遊
佐
河
内
守
(
国
盛
)

-
斎
藤
因
幡
守
等
下
遣
云
々
。
高
野

狼
雑
以
外
。
大
略
又
衆
徒
・
行
人
弓
矢
儀
欺
。
諸
坊
数
ヶ
所
焼
失
云
々
。
併

高
野
衰
微
因
縁
周
章
云
々
。

廿
日
晴
。

(
中
略
)
遊
佐
河
内
守
来
。
去
十
八
日
白
河
内
終
夜
罷
上
云
々
。
高

野
事
先
無
為
。
遊
佐
越
前
守
(
国
継
)
未
高
野
ニ
罷
留
。
衆
徒
等
内
々
抑
留
之

子
細
在
之
。
行
人
等
ハ
悉
離
山
了
。
高
野
諸
坊
過
半
ハ
焼
失
也
。
二
千
坊
計
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ハ
焼
歎
云
々
。
大
塔
・
金
堂
以
下
簡
(
肝
)
要
在
所
無
為
事
、
衆
徒
井
遊
佐
越

前
等
守
護
勢
相
共
警
固
故
云
々
。
今
度
之
儀
、
依
用
水
根
論
、
自
高
野
可
令

発
向
粉
河
支
度
処
、
雑
説
出
来
、
衆
徒
・
守
護
方
内
談
、
V
テ
行
人
ヲ
可
治
罰

之
由
、
行
人
等
伝
聞
ニ
依
テ
、
俄
ニ
衆
徒
・
行
人
可
及
弓
矢
了
。
行
人
弓
矢

ニ
取
負
白
焼
ノ
類
火
ニ
依
テ
諸
坊
寺
院
大
略
焼
失
云
々
。
天
魔
所
行
驚
耳
。

愁
歎
千
万
々
々
、

云
々
と
あ
っ
て
、
高
野
粉
河
聞
の
用
水
相
論
(
金
剛
峯
寺
領
名
手
荘
・
粉
河
寺
領
丹

生
屋
村
用
水
相
論
)
に
つ
き
、
金
剛
峯
寺
が
軍
勢
を
粉
河
に
差
し
向
け
よ
う
と
し
た

た
め
に
、
守
護
方
が
高
野
山
に
登
山
し
て
こ
れ
を
制
止
し
た
。
け
れ
ど
も
、
金
剛

峯
寺
六
番
衆
は
、
こ
の
守
護
方
の
高
野
登
山
と
い
う
事
態
を
、
同
寺
衆
徒
方
と
守

福葬
ニと
衆が
徒相
謀
行つ
人て
(自
中分
堕た

及 2
弓弾
き圧
す

ん z

ぎ荏
ヤめ

長室
Z県
苧£
る
と
伝
え
聞

て

以
上
に
引
用
し
た
史
料
A
・
B
か
ら
、
こ
の
「
永
事
五
年
の
高
野
動
乱
」
と
い

う
事
件
の
底
流
に
は
、

「
正
長
の
土
一
授
」
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
金
剛
峯
寺
六
番

衆
の
下
刻
上
の
運
動
と
、
そ
の
よ
う
な
運
動
の
結
呆
、
先
鋭
化
し
た
同
寺
衆
徒
方
・

六
番
衆
閑
の
退
っ
引
き
な
ら
な
い
対
立
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
守
護
方
の
高
野
登
山
」

と
い
う
事
態
そ
の
も
の
を
直
接
の
き
っ
か
け
に
し
て
爆
発
し
た
こ
と
が
看
取
で
き

ょ、っ。な
お
、
史
料
A
・
傍
線
部
に
は
、

「
同
年
十
一
月
廿
四
日
、
遊
佐
河
内
守
(
国

盛
)
被
口
入
和
睦
之
。
悉
六
番
衆
帰
山
廿
八
日
也
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま

で
も
当
座
の
事
態
収
拾
で
し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
衆
徒
方
六
番
衆
聞
の

正
式
な
和
睦
は
、
永
享
十

(
一
四
=
一
九
)
年
四
月
の
こ
と
。
同
年
三
月
二
十
九
日

「
預
中
下
知
之
条
々
」
二
五
か
条
と
「
行
人
中
江
下
知
之
条
々
」
二
九
か
条

(
お
)

と
か
ら
成
る
「
金
剛
峯
寺
諸
衆
評
定
事
書
」

(
以
下
、
史
料
D
)
が
(
守
護
方
を
経
由

し
て
)
六
番
衆
(
預
中
と
行
人
中
)
に
呈
示
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
た
預
中
と
行
人
中

A
M
V
 

は
、
四
月
二
十
二
日
と
同
月
二
十
三
日
に
そ
れ
ぞ
れ
「
請
文
」

(
以
下
、
史
料
E
・

状定 F
Lーを虫、J

を
守
護
方
に
提
出
し
た

主
十

年
四
月

日
「
金
剛
峯
寺
小
集
会
衆
契

(
以
下
、
史
料
G
)
は
、
こ
れ
ら
三
通
の
文
書
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

(2)
高
野
山
下
の
動
向

(
お
)

こ
の
「
高
野
動
乱
」
の
余
波
は
、
山
麓
の
兄
井
島
に
ま
で
も
及
ん
だ
よ
う
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
永
享
六
(
一
四
三
四
)
年
十
二
月
十
三
日
の
「
兄
井
島
沙
汰
人
連

{
釘
)

署
置
文
」
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(
以
下
、
史
料
C
)
に
は
、

「
永
享
五
年
ノ
高
野
動
乱
ニ
舛
ヲ
依
失
」
云
々
と
あ
っ
て
、

「
高
野
動
乱
」
に
伴

う
混
乱
の
さ
な
か
に
、

(
高
野
山
上
に
お
い
て
か
、
在
地
に
お
い
て
か
は
定
か
で
な
い
が
)

兄
井
島
の
年
貢
収
納
析
が
紛
失
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
応
永
二
(
一
三
九
五
)
年
十
一

r
p
十
二
月
の
「
官
省
符
荘
佐
野
村
畠
・

(泌
V

在
家
帳
」
を
史
料
上
の
初
見
と
し
て
、
こ
の
兄
井
島
内
に
は
総
計
十
九
町
二
段
の

「
夏
衆
給
分
畠
」
が
金
剛
峯
寺
側
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

夏
衆
方
と
は
金
剛
峯
寺
行
人
中
の
う
ち
の
一
派
で
、
そ
の
定
員
は
六
十
四
人
で
あ

【

mv

っ
た
。
そ
し
て
同
三
年
九
月
の
「
官
省
符
荘
下
方
(
広
義
)
分
畠
支
配
注
文
下
書
」

に
よ
れ
ば
、
兄
井
島
内
の
「
夏
衆
給
分
畠
」
の
分
麦
高
(
租
税
額
)
は
全
部
で
三

O

石
六
斗
六
升
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。



し
た
が
っ
て
、
前
述
し
た
「
兄
井
島
の
年
貢
収
納
析
の
紛
失
」
と
い
う
事
態
は
、

「
高
野
動
乱
」
に
伴
う
混
乱
の
た
だ
な
か
で
、
夏
衆
方
の
兄
井
島
支
配
の
象
徴
た

る
年
貢
収
納
析
が
失
わ
れ
る
、
と
い
う
深
刻
な
事
態
を
そ
の
実
態
と
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
史
料
C
は
、
兄
井
島
に
ま
で
波
及
し
た
「
高
野
動
乱
」
に
伴
う
混

乱
を
、
在
地
に
お
い
て
収
拾
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
霞
文
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
同
「
置
文
」
に
は
、

(
一
)
兄
井
島
の
「
御
百
姓
達
」
が
、
年
貢
の
計
量
方
法
に
つ
い
て
、
数
年
来
、

夏
衆
方
に
訴
訟
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
度
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、

析
を(
再二

孝三
会R

23 
墾卒
中の
と官

す罫

51 
守際
基に
暴紛

荘学

2〈主
器量
で局
あの
る年
こ貢
と収
、納

等
々
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
一
)
に
お
い
て
は
、
永
事
(
一
四
二
九
1
回
二
年
間
に
至
る
や
、
兄
井
島
の

「
御
百
姓
逮
」
が
、

一
致
結
束
し
て
、
数
年
来
、
夏
衆
方
に
訴
訟
を
行
う
程
、
実

カ
を
付
け
て
き
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
点
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

) 

永享五年の「高野動乱」について〔山陰〕

に
見
え
る
「
官
省
符
荘
の
公
団
祈
」
と
は
、
拙
稿
「
室
町
時
代
初
期
の
高
野
析
に

Amv 

つ
い
て
」
で
紹
介
し
た
応
永
三
年
銘
の
あ
る
「
一
升
」
析
と
同
一
規
格
の
析
で
あ

《

mv

っ
た
可
能
性
が
高
い
。

永
享
十
一
年
一
一
一
月
「
金
剛
峯
寺
諸
衆
評
定
事
書
」
の
内
容

き
て
、
永
享
十
一
年
三
月
の
「
金
剛
峯
寺
諸
衆
評
定
事
書
」

(
史
料
D
)

の
内
容

を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
史
料
D
に
記
さ
れ
て
い
る
「
預
中
下
知
之
条
々
」

二
五
か
条
(
条
文
番
号
1
1お
)
と
「
行
人
中
江
下
知
之
条
々
」
二
九
か
条
(
条
文
香

号
m
m
l
M
)
を
分
析
し
た
結
果
は
、
次
の
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
ー
か
ら
窺
え
る
点
は
、
以
下
の
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
六
番
衆
が
獲
得
し
た
権
利
。

直

続衣
釆鉢
E ・
そ乗
れ馬

主欄
のを
ーみ
部る
免と
除

i E 
ザの
，'2免
帆除
てコ 〆『、

て集
い g
る」

手と炉、
品吉 一寸

わ衣
ヲ号、 の

る吾思

第
二
に
、
失
っ
た
権
限
。

従
来
、
認
め
ら
れ
て
い
た
権
限
の
う
ち
で
、
六
番
衆
が
奪
い
取
ら
れ
た
最
大
の

も
の
は
、

「
検
断
」
欄
に
み
え
る
「
高
野
山
上
に
お
け
る
検
断
行
使
権
」
と
、

集

会
・
組
織
」
欄
に
み
え
る
「
壇
上
諸
堂
に
お
け
る
集
会
開
催
権
」
と
で
あ
る
。
ま

自
由
開「

塁率
等社
弘」

失欄
つ v

た瓦
権え
堕る

丘E
懇上
正

号山
℃下
エ叩 の

苓轡

i宙者
1 議
しー

や
ー「

諸
堂
の

た
第
三
に
、
永
享
十
一
年
三
月
当
時
、
な
お
係
争
中
で
あ
っ
た
問
題
。

永
享
十
一
年
四
月
の
「
金
剛
峯
寺
行
人
中
普
観
等
請
文
」

(史料
E
)
に
は
、

先
年
自
寺
家
条
々
家
仰
之
内
、
新
夏
衆
・
承
仕
之
勝
次
殊
二
箇
条
、
難
未
事

行
候
、
重
蒙
仰
候
閥
、
可
相
随
其
御
意
候
、

と
あ
り
、
同
月
の
「
金
剛
峯
寺
預
中
沙
汰
人
覚
賢
等
請
文
」

(
史
料
F
)
に
も
、

先
年
自
寺
家
条
々
蒙
仰
候
内
、
新
夏
衆
・
承
仕
勝
次
殊
二
ケ
条
、
依
未
事
行

候
、
行
人
中
江
被
仰
付
候
処
、
無
子
細
候
之
由
、
領
状
申
候
上
者
、
我
々
事

於
向
後
不
可
背
寺
命
申
候
、

と
あ
っ
て
、

「
集
会
・
組
織
」
欄
に
み
え
る
行
人
中
組
織
内
の
「
夏
衆
六
十
四
人

の
結
集
」
と
「
承
仕
の
鵬
次
持
ち
」
の
二
箇
条
に
つ
い
て
は
、
六
番
衆
が
最
後
ま
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で
こ
だ
わ
っ
た
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
け
れ
ど
も
、
史
料
E
・
F
に
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
永
享
十
一
年
四
月
下
旬
に
、
行
人
中
が
こ
の
二
箇
条
を
断

念
し
、
預
中
も
ま
た
行
人
中
の
決
定
を
追
認
し
た
の
で
あ
る
。

総
じ
て
表
ー
か
ら
、
永
享
五
年
の
「
高
野
動
乱
」
に
よ
っ
て
、
六
番
衆
は
、

衣

鉢
・
乗
馬
」
に
関
す
る
差
別
待
遇
を
一
定
程
度
、
改
善
さ
せ
た
か
わ
り
に
、

高

た野
こ山
と上
がに
わお
かけ
るる
。検

ま断
た行、使
壇権
上」

諸お
堂ょ
にぴ
お「
け寺
る 4主
集勤
会仕
関権
催」
やの
、"、
行く
人つ
中 Jか

内を
の失
新つ

た
な
結
集
(
「
夏
衆
六
十
四
人
の
結
集
」
と
「
承
仕
の
蹄
次
持
ち
」
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
否

定
さ
れ
る
な
ど
、
六
番
衆
組
織
に
は
解
体
の
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
よ
う
と
し
た
こ
と

前が

尺警
大よ
胃う曲。

は器

屑呆
耳院 は，、

さ衆
り徒
で t

争~t 
~ð 岡
方
を
支
援
す
る
紀
伊
国
守
護
勢
力
と
の

な
お
、
表
1
・
「
不
法
行
為
の
禁
止
」
欄
に
み
え
る
「
異
門
者
か
ら
罪
科
人
と

号
し
て
-
献
を
取
る
事
」
、

「
谷
々
僧
・
念
仏
者
に
勧
進
・
吸
等
と
号
し
て
用
脚

を
懸
け
る
事
」
、

「
新
造
庵
室
道
場
修
造
の
違
乱
」
、

「
念
仏
者
の
所
に
付
く

道
者
へ
の
干
渉
」
等
の
行
為
は
、
六
番
衆
が
、
事
実
上
、

「
高
野
山
が
、
金
剛
峯

寺
方
・
大
伝
法
院
方
・
金
剛
三
味
院
方
・
聖
集
団
と
い
う
多
様
な
存
在
が
共
住
す

る
山
か
ら
、
金
剛
峯
寺
一
寺
に
権
力
が
集
中
す
る
山
へ
と
姿
を
変
え
る
」
た
め
の

主
要
な
実
力
行
使
部
隊
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
永
享

十
一
年
四
月
以
前
、

「
高
野
山
上
に
お
け
る
検
断
行
使
権
」
を
有
す
る
六
番
衆
は
、

岡
山
上
の
「
異
門
者
」
や
「
谷
々
僧
・
念
仏
者
」
等
に
対
し
て
、
衆
徒
方
の
思
惑

を
超
え
て
、
過
剰
な
ま
で
の
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
表
1

「
集
会
・
組
織
」
、

「
衣
排
・
乗
馬
」
各
欄
か
ら
、
六
番

衆
の
内
部
組
織
が
多
少
な
り
と
も
窺
え
る
。
つ
ま
り
、

(
一
)
預
中
の
上
席
は
「
奥

院
・
本
仏
共
四
拾
人
」
、
次
に
「
正
預
分
」
で
あ
る
こ
と
、

会
一
)
行
人
中
の
上

席
は
、

「
上
三
十
人
」
が
占
め
る
こ
と
、

(
三
)
行
人
中
に
は
、

「
長
床
(
衆
)
」

「
承
仕
」

「
夏
衆
」
の
各
集
団
が
含
ま
れ
る
こ
と
、

(
四
)
預
中
と
行
人
中
と

を
比
較
す
る
と
、
全
体
と
し
て
は
預
中
の
方
が
格
上
で
あ
る
こ
と
、
等
々
の
こ
と

が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四

永
享
五
年
「
高
野
動
乱
」
の
検
断
法
上
の
意
義

最
後
に
、
永
享
五
年
の
「
高
野
動
乱
」
が
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
検
断
法
上
、
ど

の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
事
件
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
確
か
め
て
お
く
こ
と
に
し
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，目、。
み
れ
し
Vそ

の
た
め
に
以
下
、
高
野
山
上
に
お
け
る
刑
罰
の
在
り
方
(
ま
た
は
金
剛
峯
寺
衆

徒
方
の
六
番
衆
に
対
す
る
統
制
方
法
)
の
変
還
を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。〔哲

天
治
二
(
一
一
一
一
五
)
年
七
月
十
三
日
「
官
省
符
荘
住
人
等
解
状
」
に
は
、

当
官
省
符
之
例
、
若
有
盗
犯
殺
害
之
輩
者
、
以
追
却
為
例
、
敢
不
及
禁
獄
者

也

と
あ
っ
て
、
当
時
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
本
所
法
に
お
い

て
は
、
膝
下
荘
園
内
の
犯
罪
者
に
対
す
る
最
高
刑
が
「
追
却
」
処
分
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
「
迫
却
」
処
分
と
は
、

「
現
実
に
住
人
を

庄
域
か
ら
追
い
出
す
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
と
と
も
に
、

「
庄
園
村
落
の
住
人
目

成
員
と
し
て
の
社
会
的
地
位
と
む
す
び
つ
い
た
」
在
家
H
屋
敷
・
所
領
回
畠
を
破



永事五年の「高野動乱」について〔山陰〕

表1 永享11(1439)年3月「金剛峯寺賭衆評定事書J(史料D)の内容
内容分類 預中行人中共通の規定 預中独自の規定 行人中独自の規定 条文番号 欄考

検断
山山上上に・山お下ける町検悪断党をに静お止いすてるは 81i1238 5 

x 
・・・・ 暗号咽咽圃 圃可.

ム
先規の如く沙汰せよ

不法行為 異門者から罪科人と号してー × 

の禁止
献を苦取々る憎事念を仏向桂者停に勧止進する融等と 咽咽・・・ ・a

x 
号して用脚を懸ける事を停止する ・・・・ 園 田‘ 咽咽町酔+・・・・ 可.圃可.圃可・
新造庵室道場修造に連乱を × 

致すべからず ，唱咽咽・・・・・・ ・・
念仏者の所に付く道者に干捗 x 
すべからず

4・4・4・・・・ 4・4・・ ・4・4・‘4・ ‘a ・4・‘4・町・4・4・
寺領において氏人として在所 x 
の公事に干渉すべからず

a 園 田“ “ 町酔晶， 曙晶
山上・山下町公事に干渉L、是 x 
非の抄汰を致すべからず “4・・4・・・・ 4・4・‘ ‘ ‘町・'“町・・・‘ “ 川
ミ号車における濁酒の売買を悼 20 '49 x 
止する

寺役勤仕 坊人の院役等は徳政以前の '" (除検断) 如く沙汰せよ 晶目‘+‘ 咽+町酔咽
山上山下の下人は遣所に任 × 

せて山召上し・仕山う下ベのL勝示打ちを帯 咽・・・・・ 晶
x 

止する 圃
入堂の次第は先規の在所た '" るべし‘咽咽・・， 曙晶 目‘咽

寺家の天野遺骨、その他の寺 x 
車大用の時は面fすけに懸銭ある
ベし

町・“ 4・‘ 4・4・・・・・ 4・4・.‘ 4・4・ 曹園 田“a ・ a 晶晶a 曙目‘咽咽
六番衆の計らいによる諸堂の × 

目‘ 晶晶 晶a 咽・咽・・・・ 自由論開堂閉:Q)を番停干止bすこ#る交通正の者長
× 

置く事を停止する目‘ 町咽咽咽・・・ ・ a 目“‘咽咽
この他万事、寺命に背くべから x 
ず

礼法 先規の如く申半以前は入揖す " べからず
'・・・・・・・ 唱， 咽咽咽・・ 曹司可・

路次において車徒に対L無礼 × 

を致すべからず 咽酔 4 “ +酔 咽・・・・ 可.
勧杯の時に手を叩くべからず × 

・・目‘
請定等に房の字を書くべか × 
らず

集会ー組織 壇上諸堂における集会を停止

一e?22ss 6 7 

x 
する

承仕の鵬'IA持ちは竪く停止 x 
する (悟争中)

唱・ 唱咽酔酔酔唱酔
夏衆六十四人の結集は停止 X 

する (悟争中)

絹袈裟は懸けるべからず x 

ti 
畢唐並は免除する O 

衣の四柚 先視なきも、奥院ー本仏共凹十人、 先規なし。向桂悼止する (ー聞O知野)

置綴 およ先び例正な預き分も、に奥免院除・本す仏る共四十 先規なきも、上三十人に免除 田。知除)
人に宥免する する : I(ー

j長馬 ただ先し例、な車き徒も、・荘乗官馬に随対意しとてすはる下。 度頚の長み巷民可を十静とXす止にるす;己る主天野下向而 2i!iil;ー師0x 免除)
馬し、礼儀を存ぜよ

*備考欄のOは六番衆が獲得した権利を、ムは先規に復された権利義務を、そして刈主生った(または認められなかった)権利およひ'禁止
された不法行為等を、それぞれ示す。
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却
-
没
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
村
落
成
員
削
住
人
と
し
て
の
社
会
的
身
分
を
う

(お】

ば
い
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
」
。

こ
の
よ
う
な
刑
罰
の
在
り
方
は
、
山
上
(
高
野
山
上
)

-
山
下
(
高
野
山
下
、
す
な

わ
ち
膝
下
諸
荘
園
内
)
と
も
に
、
少
な
く
と
も
文
永
i
弘
安
(
一
二
六
四
1
八
八
)
年

関
ま
で
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
、
こ
の
点
を
高
野
山
上
に
お
け
る
刑
罰
の

在
り
方
(
ま
た
は
金
剛
峯
寺
衆
徒
方
の
六
番
衆
に
対
す
る
統
制
方
法
)
に
限
っ
て
見
れ
ば

間以
語下

支 E
Z空喜怒

空た

王i
7 ば帯、

にす

l毛主
J¥ 

七

年
七
月

日
「
金
剛
峯
寺
諸
衆

諸
衆
下
知
外
、
夏
衆
私
不
可
伐
院
内
・
別
所
坊
。

(
中
略
)
若
背
制
符
者
、

尋
探
骨
帳
(
張
)
輩
、

且
加
断
罪
、
且
可
追
却
山
上
・
山
下
事
、

と
あ
っ
て
、

(
一
)
高
野
山
上
に
お
け
る
武
力
発
動
の
決
定
権
は
「
諸
衆
」

衆

徒
に
あ
り
、
そ
の
命
令
に
よ
っ
て
、

「
夏
衆
」

H
六
番
衆
が
「
院
内
・
別
所
坊
」

u
山
上
の
検
断
に
あ
た
る
こ
と
、

「
夏
衆
」
が
、

「
諸
衆
」
の
命
を
受
け

( 

) 

ず
に
勝
手
に
検
断
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
「
夏
衆
」
を
断
罪
す
る
と
と
も
に
、

A

羽
)

山
上
・
山
下
を
追
却
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

け
れ
ど
も
、
右
に
見
た
よ
う
な
高
野
山
上
に
お
け
る
刑
罰
の
在
り
方
(
ま
た
は
金

剛
峯
寺
衆
徒
方
の
六
番
衆
に
対
す
る
統
制
方
法
)
は
、
弘
安
年
間
以
降
、

(
恐
ら
く
は
山

上
に
お
け
る
六
番
衆
の
台
頭
を
最
大
の
契
機
に
し
て
)
漸
次
、
変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
る
。第

一
に
、
正
平
十
七
(
二
一
一
六
二
)
年
八
月
十
日
「
金
剛
峯
寺
小
集
会
評
定
置

A

お
)
文
」
に
は
、

① 

就
出
銭
取
手
事
、
預
与
承
仕
令
確
執
口
口
口
(
申
之
由
主
、
有
其
問
。

為
事
案
者
、
為
寺
家
就
惣
別
為
口
口
。
所
詮
預
・
承
仕
両
方
共
、
為
主
人

計
、
厳
重
可
被
加
煩
識
(
誠
)
。
其
上
尚
無
承
引
者
、
速
出
坊
中
、
不
可
被

召
仕
之
由
、
可
有
御
連
署
事
。

② 

今
度
就
此
事
、
不
拘
主
人
制
法
、
令
出
坊
於
預
・
承
仕
等
者
、
専
為
寺

敵
之
上
者
、
於
院
内
・
別
所
、
不
可
加
入
居
扶
持
。
其
上
扶
持
令
露
見
者
、

懸
住
坊
可
有
罪
科
事
。

③ 

預
-
承
仕
等
、
不
及
是
非
究
明
、
止
諸
堂
開
関
、
閥
番
役
之
条
、
自
由

至
極
也
。
若
令
閥
加
者
、
両
方
共
永
追
放
山
上
・
山
下
井
不
可
免
還
住
事
。

④ 

如
此
及
厳
密
沙
汰
之
処
、
両
方
不
令
承
引
、
於
令
引
出
喧
嘩
方
者
、
罪

科
同
前
。
就
是
非
可
被
絶
後
訴
。
其
外
令
下
知
子
諸
庄
、
懸
六
親
可
被
追

放
事
。
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⑤ 

就
此
事
、
預
・
承
仕
等
、
属
縁
者
、
雛
相
語
山
下
之
族
、
全
不
依
親
類

骨
肉
、
不
可
見
継
。
若
見
継
之
輩
出
来
者
、
准
悪
党
、
永
可
令
追
放
庄
内

之
由
、
可
有
下
知
子
諸
庄
。
将
又
於
寺
辺
及
合
戦
者
、
五
番
衆
以
下
、
召

上
諸
庄
々
官
、
即
時
可
被
加
退
治
事
、

(
箇
条
番
号
は
引
用
者
)

と
あ
っ
て
、
南
北
朝
内
乱
期
の
高
野
山
上
に
お
け
る
刑
罰
の
在
り
方
(
ま
た
は
金
剛

峯
寺
衆
徒
方
の
六
番
衆
に
対
す
る
統
制
方
法
)
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、

「
預
・
承
仕
」

H
六
番
衆
個
々
の
「
主
人
」

H
衆
徒
の
計

ら
い
と
し
て
個
別
的
な
統
制
を
加
え
る
(
第
一
条
)
。
つ
づ
い
て
、
そ
れ
に
従
わ
ず

に
「
坊
中
」
を
出
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
を
「
寺
敵
」
と
断
定
し
て
、

永
久
に
山
上
・
山
下
か
ら
追
放
す
る
〈
第
二
、
第
三
条
)
。
さ
ら
に
は
、

「
諸
庄
」



H
膝
下
諸
荘
園
に
命
じ
て
、
六
親
を
懸
け
て
追
放
す
る
と
い
う
よ
う
な
措
置
を
も

と
る
(
第
四
条
)
。
な
お
、

「
寺
敵
」
と
断
定
さ
れ
た
者
な
ど
が
寺
辺
に
お
い
て
合

戦
に
及
ん
だ
場
合
に
は
、
五
番
衆
(
衆
徒
若
衆
)
以
下
が
、
諸
荘
の
荘
官
を
召
し
上

A

伯
)

げ
て
、
即
時
に
退
治
す
る
定
め
で
あ
っ
た
(
第
五
条
)
。

こ
の
「
小
集
会
評
定
置
文
」
に
見
え
る
規
定
は
、
全
体
と
し
て
は
、
な
お
前
掲
・

文
永
八
年
「
諸
衆
一
同
置
文
案
」
に
記
さ
れ
て
い
る
制
規
の
延
長
線
上
に
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
っ
(
た
と
え
ば
、

「
追
些
処
分
を
最
高
刑
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
)
。

け
れ
ど
も
、

衆
徒
方
の

勢
1T 
機
関
五た
番る
衆E小
が集
山会
上衆
に iJ雪
お高
け野
る山
検上
断に
権お
行け
使る

検
断
権
を
掌
握
し
て
い
る
こ
と
、

( 

) 

主
体
と
し
て
初
め
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
、

会
一
)
六
番
衆
に
対
す
る
統
制
方
法

が
た
い
そ
う
詳
細
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
諸
点
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。月第

十に

日高
付野
け山
の上
「の
高千
野手
出院
河す l 

型喜￥
墾三子

柔主
』こ t~

l毛足

十

(
一
四
一
四
)
年

称
罪
科
人
、
理
不
尽
於
寺
内
令
殺
害
之
条
、
不
可
然
。
所
詮
於
向
後
者
、

永享五年の「高野動乱」について[山陰〕

沙
汰
所
(
検
校
坊
と
経
案
内
、
可
致
其
沙
汰
事
、

と
あ
っ
て
、
室
町
時
代
初
期
に
至
る
や
、
高
野
山
上
に
お
い
て
「
罪
科
人
と
称
し

て
第
三理
に不
、尽
永に
享死
因罪
(に

面空
乙と
年い

九手

早議
' 明当

官量
金 -r
剛 11
挙た
司、

語長
年ま
き号 る
状語 。

第
七
条
に
は
、

当
山
止
住
之
修
学
者
、
大
略
遠
近
無
縁
之
輩
也
。
愛
有
暴
悪
邪
見
之
人
、

或
号
宿
意
、
或
称
喧
嘩
、
而
害
碩
学
之
林
、
奪
学
衆
之
命
。
雄
知
前
業
之
所

感
、
当
子
時
者
、
不
便
之
至
極
也
。
向
後
如
此
悪
人
出
来
者
、
為
満
寺
一
同

沙
汰
、
任
諸
寺
諸
山
之
例
、
可
処
罪
科
事
、

と
あ
っ
て
、
当
時
、
学
衆
た
ち
を
殺
傷
し
よ
う
と
す
る
勢
力
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
「
悪
人
」
に
つ
い
て
は
「
満
寺
一
同
沙
汰
」
と
し
て
「
諸
寺
諸

山
之
例
」
に
倣
っ
て
処
断
す
べ
き
こ
と
を
定
め
置
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
、
鎌
倉
時
代
中
、
末
期
1
室
町
時
代
初
期
の
高
野
山
上
に
お
け
る
刑
罰
の

在
り
方
(
ま
た
は
金
剛
峯
寺
衆
徒
方
の
六
番
衆
に
対
す
る
統
制
方
法
)
の
変
遷
を
例
示
的

に
見
た
が
、
永
享
十
一
年
四
月
「
金
剛
峯
寺
小
集
会
衆
契
状
」

(
史
料
白
)
第
二
条

の
次
の
よ
う
な
規
定
は
、
右
に
「
第
二
に
」
、
「
第
三
に
」
と
し
て
挙
げ
た
規
定

〔“)

か
ら
窺
え
る
高
野
山
上
に
お
け
る
不
穏
な
状
況
と
、
そ
れ
に
伴
う
刑
罰
の
在
り
方

の
変
化
と
を
受
け
て
、
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

於
自
他
之
被
官
人
等
、
自
然
依
喧
嘩
・
闘
静
致
殺
害
者
、
不
及
理
非
之
糾

明
、
為
主
々
之
沙
汰
、
令
株
裁
敵
人
、
可
止
人
之
憤
。
且
是
天
下
之
大
法
也
。

当
山
尤
可
守
此
旨
者
也
。
但
敵
人
為
遁
自
身
之
罪
科
令
遂
(
逐
)
電
者
、
聞
出

彼
之
在
所
、
為
此
衆
(
小
集
会
衆
)
中
可
行
死
罪
。
若
又
有
親
子
・
兄
弟
者
、

為
主
人
之
計
可
制
制
彼
頭
。
至
無
親
類
者
、
不
嫌
老
若
、
其
主
人
可
出
下
手
人
。

次
於
打
榔
・
刃
傷
之
事
者
、
可
処
等
分
之
罪
科
。
若
於
背
此
捻
之
仁
者
、
為

空語
に之
」衆

tE 
て 2E
挙嘉
げむ

た中
規可
定致
は其
、沙

ま汰
だ上
金者
剛、

警翼
学不

侶 Z
狭私

号車
学九
イ呂

間

の
取
り
決
め
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
史
料
G
・
第
二
条
の
規
定
は
、
同
寺
諸
衆

一
同
H
惣
寺
の
正
式
な
決
定
で
あ
る
。
金
剛
峯
寺
は
、
永
享
十
一
年
四
月
を
も
っ

て
、
高
野
山
上
の
罪
科
人
に
対
す
る
最
高
刑
を
、

「
追
放
」
処
分
か
ら
「
死
罪
」
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へ
と
変
え
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
永
享
十
一
年
=
一
月
の
「
金
剛
峯
寺
諸
衆
評
定
事
書
」

(
史
料
口
)

の
1
、

8
、
初
、
お
各
条
か
ら
は
、
永
享
五
年
の
「
高
野
動
乱
」
を
契
機
と
し
て
、
六
番

衆
は
、
山
上
・
山
下
の
「
悪
党
」
に
対
す
る
検
断
行
使
権
は
従
来
通
り
認
め
ら
れ

た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
高
野
山
上
に
お
け
る
一
般
的
な
検
断
行
使
権
を
剥
奪
さ

五れ

きた

空 E
百が
~わ

王2
日義

金よ
剛品
峯わ
者せ
主主 て

侶委

霊2
事ド
書 u

案召し

一
に他
lそ方

長
禄

囚

雄
為
大
犯
三
箇
条
、
於
衆
徒
之
身
上
者
、
任
先
規
、
可
為
五
番
衆
之
沙
汰

事

と
あ
っ
て
、
長
禄
三
年
ま
で
に
、
衆
徒
方
に
対
す
る
す
べ
て
の
検
断
行
使
権
が
五

番
衆
の
手
に
移
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
検
断
法
上
に
お
け
る
永
享
五
年

「
高
野
動
乱
」

の
意
義
は
、
高
野
山
上
の
罪
科
人
に
対
す
る
最
高
刑
を
「
追
放
」

処
分
か
ら
「
死
罪
」

へ
と
変
え
た
こ
と
、
お
よ
ぴ
高
野
山
上
に
お
け
る
一
般
的
な

検
断
行
使
権
の
主
体
を
六
番
衆
か
ら
五
番
衆
へ
と
変
え
た
こ
と
、

の
ご
点
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
註
]
(
1
)
永
事
十
一
年
四
月
の
「
金
剛
峯
寺
小
集
会
衆
契
状
」
(
後
掲
・
史
料
G
)
第
一
条
に
は
、

六
番
衆
、
先
年
徳
政
以
後
、
狼
違
先
規
令
勃
興
之
閥
、
自
衆
徒
方
廻
治
罰
之
計

略
、
任
旧
儀
可
行
寺
家
之
法
度
之
曲
、
面
々
維
持
心
底
(
以
上
、
永
享
五
年
の

「
高
野
動
乱
」
関
連
記
事
)
、
或
叡
山
之
発
向
、
或
為
大
和
国
民
等
之
追
討
、

或
為
関
東
之
逆
浪
、
諸
国
軍
兵
在
陣
之
閥
、
依
公
私
之
忽
劇
相
続
、
乍
思
送
年

月
、
然
今
朝
敵
述
敗
北
、
巣
徒
悉
没
落
、
而
四
海
静
誼
・
一
天
泰
平
之
姐
、

云
々
、
と
あ
る
(
パ
l
レ
ン
内
の
注
記
は
引
用
者
、
以
下
同
様
)
。

(
2
)

『
続
群
書
類
従
」
補
遺
一
一
。

(
3
)
同
『
中
世
惣
村
史
の
構
造
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
初
出
は
一
九
七
一
年
。

(
4
)

『
那
賀
町
史
』
(
那
賀
町
、
一
九
人
一
年
)
本
文
編
第
三
章
第
四
節
(
小
山
靖
憲

執
筆
部
分
)
一
五
回
1
七
頁
、
『
粉
河
町
史
第
二
巻
』
(
粉
河
町
、
一
九
八
六
年
)

編
年
史
料
中
世
編
(
熱
田
公
執
筆
部
分
)
二
一
九
1
一
一
一
頁
。

(
5
)

『
高
野
山
史
研
究
」
五
、
一
九
九
四
年
。

(
6
)
石
母
田
正
「
政
治
史
の
対
象
に
つ
い
て
」
(
『
石
母
田
正
著
作
集
』
一
三
、
岩
波
書

居
、
一
九
八
九
年
、
初
出
は
一
九
五
七
年
)
一
o
=
一
頁
。

(
7
)
金
剛
峯
寺
所
蔵
。
日
野
西
翼
定
編
著
『
高
野
山
古
絵
図
集
成
』
(
清
栄
社
、
-
九
人

三
年
)
五
九
i
六
九
頁
所
載
。

(
8
)
金
剛
峯
寺
所
蔵
。
註

(
7
)
所
引
日
野
西
編
著
七
0
1
入
九
頁
所
載
。

(
9
)
以
上
、
拙
稿
「
高
野
の
聖
た
ち
|
|
高
野
山
一
心
院
谷
町
場
合
|
|
」
(
「
密
教
文

化
』
一
一
一
人
、
二

O
O七
年
)
五
七
i
入
頁
。

(
悶
)
拙
稿
「
鎌
金
識
の
社
会
変
動
と
天
野
社
・
高
野
山
」
(
同
『
中
世
寺
院
と
「
悪
差
』

清
文
堂
出
版
、
二

O
O六
年
)
九
六
頁
。

(
U
)
以
上
、
註
(
叩
)
所
引
拙
稿
「
鎌
倉
末
期
の
社
会
変
動
と
天
野
社
・
高
野
山
」
九

三
i
九
頁
。

(
立
)
『
束
草
集
』
(
『
校
刊
美
術
史
料
』
)
。

(
路
)
『
大
日
本
史
料
」
六
之
十
一
。

(
弘
)
以
上
、
詳
し
く
は
拙
稿
「
南
北
朝
内
乱
期
の
領
主
と
農
民
」
(
同
『
中
世
高
野
山
史

の
研
究
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
七
年
、
初
出
は
一
九
八
四
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
日
)
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
一
高
野
山
文
書
』
之
七
、
又
続
宝
簡
集
九
四
巻
一

六
六
一
号
。
以
下
、
『
高
』
之
七
、
又
続
宝
九
四
|
一
六
六
て
の
ご
と
く
記
す
。

(
日
)
以
下
の
考
察
に
お
い
て
は
、
広
義
の
行
人
集
団
を
指
す
場
合
に
は
「
六
番
衆
」
な
る

語
を
、
狭
義
の
行
人
集
団
を
示
す
場
合
に
は
「
行
人
中
」
な
る
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
用

い
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
金
剛
峯
寺
の
大
衆
集
団
が
六
つ
の
番
に
編
成
さ
れ
、

各
番
に
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
侶
集
団
が
一
番
衆
i
六
番
衆
な
る
名
称
で
呼
ば
れ
る
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こ
と
に
な
る
の
は
、
管
見
で
の
史
料
上
、
貞
和
元
(
一
三
四
五
)
年
が
初
見
で
あ
る

〔
拙
稿
「
金
剛
峯
寺
五
番
衆
に
つ
い
て
」
(
前
掲
『
中
世
高
野
山
史
の
研
究
』
、
初

出
は
一
九
人
一
年
)
ご
七
九
頁
〕
。
し
た
が
っ
て
以
上
の
処
置
は
、
あ
く
ま
で
も
便

宜
的
な
も
の
で
あ
る
。

(
げ
)
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
蔵
版
、
平
安
考
古
会
、
一
九
一
八
l
二
O
年。

(
鴎
)
『
密
宗
学
報
」
九
人
、
一
九
一
一
一
年
。

(
四
)
金
剛
峯
寺
六
番
衆
が
預
中
と
行
人
中
の
二
つ
の
結
合
組
織
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
、

お
よ
び
彼
ら
の
出
自
が
「
土
民
」
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
黒
田
弘

子
・
註

(
3
)
所
引
論
文
六
九
1
七
一
頁
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。

(
却
)
拙
稿
「
金
剛
峯
寺
と
膝
下
荘
園
荘
官
層
」
(
前
掲
『
中
世
高
野
山
史
の
研
究
』
、
初

出
は
一
九
七
六
年
)
二
四
九
l
五
O
頁。

(
幻
)
た
だ
し
、
六
番
衆
の
下
魁
上
の
振
る
舞
い
は
、
「
正
長
の
土
一
挨
」
後
に
突
然
始
ま

っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
高
野
山
検
校
帳
」
第
百
三
十
五
代
検

校
法
印
隆
法
の
墳
に
は
、

応
永
廿
七
(
一
回
二

O
)
年
〈
庚
子
〉
六
月
中
句
比
、
天
野
第
二
社
為
御
遷
宮
、

料
足
ヲ
中
院
承
仕
共
ニ
徳
銭
懸
之
処
、
違
背
下
知
廿
余
人
離
山
了
。
同
七
月
十

目
、
率
勢
乱
入
寺
中
。
即
若
衆
(
衆
徒
若
衆
H
五
番
衆
)
発
向
、
及
合
戦
。
其

時
良
仙
-
一
層
、
薬
師
院
被
釘
。
手
負
敵
味
方
不
知
数
。
同
十
一
日
承
仕
等
落
失
了
。

同
廿
八
年
二
月
上
句
運
上
懸
銭
、
可
随
寺
命
之
曲
、
捧
起
請
文
、
被
免
帰
住
了
、

と
あ
っ
て
、
応
永
二
十
七
年
六
月
l
翌
二
十
八
年
二
月
に
「
中
院
承
仕
共
」
(
本
中

院
谷
の
承
仕
た
ち
。
行
人
中
の
一
部
)
が
、
自
分
た
ち
へ
の
徳
銭
賦
課
を
拒
否
し
て

衆
徒
方
と
武
力
抗
争
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。
六
番
衆
の
台
頭
と
い
う

事
態
は
、
鎌
倉
時
代
中
、
末
期
以
来
、
徐
々
に
進
行
し
て
お
り
〔
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
後
掲
註
(
釘
)
所
引
「
金
剛
峯
寺
諾
衆
一
同
置
文
案
」
等
を
参
照
さ
れ
た

い
〕
、
室
町
時
代
初
期
に
、
そ
の
動
向
は
さ
ら
に
顕
著
に
な
っ
た
。
そ
し
て
「
正
長

の
土
一
挨
」
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
六
番
衆
は
「
以
外
過
分
下
刻
上
シ
」
、
衆
徒

方
と
全
面
対
決
す
る
に
至
っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
六
香
衆
の
勢
力
増
大
の
要
因
に
つ
い
て
、
熱
田
公
氏
は
「
行
人
ら
の
武

力
」
に
注
目
し
、
他
方
、
黒
田
弘
子
氏
は
、
熱
田
見
解
に
は
否
定
的
で
、
む
し
ろ
「
行

人
方
勢
力
の
農
民
支
配
の
実
力
」
の
方
を
ヨ
リ
重
視
し
て
い
る
〔
以
上
、
黒
田
弘
子
・

註

(
3
)
所
引
論
文
を
参
照
〕
。
筆
者
は
、
こ
の
雨
見
解
|
|
十
'
な
わ
ち
、
六
番
衆

の
検
断
力
と
農
民
支
配
力
ー
ー
は
と
も
に
成
り
立
つ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
後
掲
・
表
1
・
「
検
断
」
棚
所
引
条
文
、
お
よ
び
表
1
・

「
不
法
行
為
の
禁
止
」
欄
所
引
条
文
(
と
く
に
口
、
泊
、

u、
お
各
条
)
を
参
照
さ

れ
た
い
。

(
忽
)
以
上
の
「
ヨ
リ
直
接
的
な
原
因
」
に
つ
い
て
は
、
熱
田
公
・
註
(
4
)
所
引
執
筆

部
分
二
二

O
頁
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。

(
匁
)
同
写
H
註

(
5
)
所
引
・
拙
稿
「
永
享
五
年
高
野
動
乱
の
新
史
料
(
一
)
」
所
載
。

(
M
)
両
「
請
文
」
の
写
H
永
享
十
一
年
四
月
二
十
二
日
「
金
剛
峯
寺
行
人
中
善
観
等
詩
文

写
」
・
同
年
四
月
二
十
三
日
「
金
剛
峯
寺
務
中
沙
汰
人
覚
賢
等
請
文
写
」
〔
註
(
5
)

所
引
・
拙
稿
「
永
享
五
年
高
野
動
乱
の
新
史
料
(
一
)
」
所
載
〕
。

(
お
)
同
正
文
の
写
H

註

(
5
)
所
引
・
拙
稿
「
永
享
五
年
高
野
動
乱
の
新
史
料
(
一
)
」

所
載
。
な
お
、
本
文
書
の
「
案
文
」
は
、
宝
簡
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
(
『
高
』
之

一
、
宝
三
七
四
四
一
ニ
)
。

(
お
)
当
時
、
三
谷
郷
兄
井
村
の
北
部
一
帯
に
広
が
っ
て
い
た
沖
積
低
地
の
島
(
中
州
)
。

現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
丁
ノ
町
・
大
薮
大
谷
・
佐
野
の
各
一
部
と
同
町
蛭
子
と
に
相

当
す
る
地
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
釘
)
総
本
山
金
剛
峯
寺
編
「
高
野
山
文
書
』
第
一
巻
、
勧
学
院
文
書
四
五
号
。

(
お
)
「
か
つ
ら
ぎ
町
史
古
代
・
中
世
史
料
編
』
(
か
つ
ら
ぎ
町
、
一
九
八
三
年
)
、
E

ー
五
五
一
号
。

(
却
)
『
か
つ
ら
ぎ
町
史
古
代
・
中
世
史
料
編
』
、
E
|
五
O
九
号
。

(
釦
)
註
(
叩
)
所
引
拙
著
「
中
世
寺
院
と
「
悪
党
」
』
所
収
、
初
出
は
一
九
八
O
年。

(
泊
)
以
上
、
「
か
つ
ら
ぎ
町
史
通
史
編
」
(
か
つ
ら
ぎ
町
、
二

O
O
六
年
)
中
世
編
第

四
章
第
二
節
(
拙
稿
部
分
)
=
一
九
O
i
-
一頁。

な
お
、
兄
井
島
か
ら
永
享
五
年
の
「
高
野
動
乱
」
を
眺
め
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
、

兄
井
島
「
御
百
姓
逮
」
の
夏
衆
方
に
対
す
る
下
剤
上
、
(
そ
の
夏
衆
方
を
構
成
員
と

す
る
)
六
番
衆
の
衆
徒
方
に
対
す
る
下
姐
上
、
と
い
う
一
一
重
の
下
麹
上
の
運
動
が
見

え
る
。
こ
の
点
を
重
視
し
た
ヨ
リ
「
正
し
い
意
味
の
政
治
史
」
の
構
築
|
|
す
な
わ
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ち
、
黒
田
弘
子
・
註

(3)
所
引
論
文
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
作
業
ー
ー
に
つ
い
て

は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

(
招
)
ち
な
み
に
、
「
衣
体
・
乗
馬
」
欄
か
ら
、
金
剛
峯
寺
衆
徒
は
乗
馬
が
認
め
ら
れ
た
身

分
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
点
、
興
味
深
い
。

(
お
)
ち
な
み
に
、
「
不
法
行
為
の
禁
止
」
欄
か
ら
、
当
時
、
金
剛
峯
寺
六
番
衆
が
、
寺
家

に
お
い
て
濁
酒
の
売
買
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
点
、
興
味
深
い
。

(
鈍
)
六
番
衆
が
「
大
局
的
に
は
屈
服
し
た
」
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
の
は
、
「
寺
役
勤
仕
」

欄
に
み
え
る
「
こ
の
他
万
事
、
寺
命
に
背
く
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
規
定
と
、
「
礼
法
」

欄
に
み
え
る
「
路
次
に
お
い
て
衆
徒
に
対
し
無
礼
を
致
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
規
定

と
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
衆
徒
方
も
、
紀
伊
国
守
護
勢
力
と
い
う
後
ろ
盾
な
し
に
は
、
寺
内
に
お

け
る
自
分
た
ち
の
地
位
を
保
持
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
室
町
幕
府
I
i守
護
体
制
が
寺
院
勢
力
に
対
し
て
果
た
し
た

役
割
(
権
力
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
衆
徒
を
支
援
し
、
台
頭
す
る
六
番
衆
を
抑
圧
す

る
と
い
、
つ
)
が
知
実
に
窺
え
よ
う
。

(
お
)
『
高
』
之
七
、
又
続
宝
八
八
一
六
二
八
。

(
お
)
河
音
能
平
「
中
世
社
会
成
立
期
の
農
民
問
題
」
(
同
『
中
世
封
建
制
成
立
史
論
」
束

京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
、
初
出
は
一
九
六
四
年
)
。

(
釘
)
『
宜
向
」
之
一
、
宝
三
七

i
四
=
一
九
。

(
総
)
註
(
初
)
所
引
・
拙
稿
「
金
剛
峯
寺
と
膝
下
荘
園
荘
官
層
」
二
五
四
頁
。

(
鈎
)
『
高
」
之
入
、
又
続
宝
一
二
ハ
一
八
六
O
。

(
却
)
註

(
U
)
所
引
拙
稿
「
南
北
朝
内
乱
期
の
領
主
と
農
民
」
一
五
回

1
五
頁
。

(
但
)
五
番
衆
に
つ
い
て
は
、
註
(
M
m
)

所
引
・
拙
稿
「
金
剛
峯
寺
五
番
衆
に
つ
い
て
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。

(
位
)
同
案
H

『
高
』
之
て
宝
四
四
1
五
一
四
。

(
必
)
「
高
』
之
二
、
続
宝
一
一
一
一
ー
=
一
一
一
。

(
剖
)
「
第
三
に
」
、
「
第
三
に
」
と
し
て
挙
げ
た
規
定
の
背
景
に
は
、
本
稿
第
三
節
で
述

ベ
た
「
六
番
衆
の
、
「
異
門
者
」
や
「
谷
々
僧
・
念
仏
者
」
等
に
対
す
る
過
剰
な
ま

で
の
取
り
締
ま
り
」
や
、
同
第
二
節
に
引
用
し
た
「
行
人
等
以
外
過
分
下
刻
上
シ
テ
、

巴
衆
徒
ノ
首
ヲ
切
云
々
。
(
中
略
)
主
人
ノ
首
ヲ
切
程
ニ
過
分
ニ
罷
成
候
」
と
い
っ

た
事
態
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
部
)
史
料
自
に
は
、
「
右
以
前
条
々
、
為
諸
衆
一
同
評
議
所
定
置
也
」
と
あ
る
。

(
必
)
『
高
』
之
四
、
又
続
宝
三
三
|
=
三
六
。

(
高
野
山
大
学
文
学
部
)
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